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第 1回地域会議議事録 

 

１．出席者 

【久寺家地区自治会・町会】５名 

久寺家自治会長、土谷津町会長、日新自治会長、 

久寺家三菱自治会長、久寺家二丁目自治会長 

【我孫子第一地区民生・児童委員】４名 

【久寺家地区まちづくり協議会（以下、まち協とする）】５名  

会長、副会長、総務部長、施設管理部長、総務部副部長 

【地域会議事務局・記録】２名 

 

２．日時  平成 26 年 6 月 1 日（日）13:30～15:30 

３．場所 久寺家近隣センター会議室 

４．議題 「久寺家地区在住の一人暮らしの高齢者への対応について」 

５．議事 

 （１）まち協会長 開会のあいさつ 

 （２）会議出席者の自己紹介 

 （３）「一人暮らしの高齢者」の把握状況について 

 久寺家自治会は、19 班からなる。1～8班については、日頃より親密な交際がな

されており、状況は把握されている。9～19 班及び若い世帯の把握は十分ではな

い。 

 一人暮らしの高齢者は少なく、敷地内に子供家族が居住し、日常生活を共にする

ことが多く、今は問題ないと思う。世帯情報の詳細な把握は難しいが、班長会議

で情報をもらうようにしている。 

 土谷津町会は、一人暮らしの家庭は少なく、また、高齢者世帯については親戚縁

者が近くに居住していることもあり、あまり問題になっていない。 

 横のつながり及び絆が強いところなので一人暮らしの高齢者の問題は少ない。民

生委員よりも身内がサポートしているのが現状である。 

 日新自治会は、６０代～７０代の住民が中心で、比較的まとまりのある地区であ

る。しかし、若い住民については自治活動への参加が少ない。 

地域の交通の便が乏しいので、免許の更新、買い物、農地に行くなど、車がない

と生活に困る状況である。今まで、雪かきなど近所付き合いの中で処理できてい

たが、高齢化に伴い、今後問題になるかもしれない。 

 三菱自治会は、この 2～3年で住民の高齢化が進んでおり、一人住まいの高齢者

が多い。災害などで問題があった時、自治会として速やかな対応が取れるように、

10 年後の先を見据えて体制作りを検討していきたい。その一つとして、65 歳以

上の方を対象に「家族カード」の作成を検討している。 

 就任時に、「人前で民生委員であることを目立たないように」と指導されたが、
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今は、もっと表だってリーダーシップをとるぐらいでもよかったのではないかと

思う。「家族カード」に関連して、自治会の班長は、毎年交代というルールの中

で、家庭訪問も含めて引継ぎしながら班内のご世帯状況を、目配りし把握を積み

重ねていくような（システムにしていく）ことが大切であると思う。現在、三菱

自治会の独居の方は 20 名、久寺家マンションは 20 名を超えている。 

 久寺家二丁目自治会は、自治会内で高齢化についての問題は議論していないが、

何かあれば、民生委員との連携を緊密にしていく方向で検討していきたい。「家

族カード」については、作成してもその効果について疑問の声がある。また、高

齢者から「アビバス」の利用が出来なくなり、こまっているとの声がある。 

 民生委員に就任した時に、民生委員の存在があまり知られていなかった。まずは、

存在を知ってもらうことに努力をしてきた。一人暮らしの高齢者について、二丁

目は今のところ深刻な状況ではない。また、「災害時などに一人も見逃さない」

というような目標は事実上困難である。高齢化対応の一助として「個人カード」

の必要性が高いと思っている。 

 

 （４）地域会議について（情報、主旨の共有） 

事務局から我孫子市の地域コミュニティ活性化基本方針及び、我孫子市市民生活 

部・市民活動支援課発行の「あびこ地域コミュニティ活性化」のパンフレットを

基に、その内容及び主旨について概説し、共有した。 

 

 （５）まち協からの提案及び意見交換 

     まち協会長から下記提案がなされ、つづいて出席者による意見交換がなされた。     

① 家族カードの作成 

・自治会・町会長や民生委員の意見を踏まえ、次回も話し合いを継続する。 

② 久寺家暮らしの便利帳（仮称） 

・要介護者だけではなく誰でも利用できるのか？（誰でも利用できるように

した方が良い）。 

・各家庭に配布する方向で検討しているのか？ 配布方法については、自治

会・町会と十分話合いをしたうえで作成する。 

・より多くの情報を掲載することに拘らず、例えば、久寺家地区の情報に絞

って最低限の範囲で作成し、見やすく（引用しやすく）する方法もある。 

③ 災害時情報のまとめについて 

・「治水プロジェクト」は平成 28 年に終了することになる。これまでの成果

や推進力から見て、このエネルギーを「久寺家災害プロジェクト」として、

ご努力いただきたい。 

・「治水プロジェクト」の担当者からの意見 

災害時の予想される問題を調査し、その中で何をどの程度やるのかについ

て具体的に提案した後、地域会議で検討して頂きたい。 

④ 講演会開催について 
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「みんなが主人公になれる まちづくりを学ぼう」  

7 月 17 日（木）13:10～16:00 自治会・町会役員、民生委員、まち協役員を中

心にパンフレットを配布予定。 

 

 （６）次回の地域会議予定 

   7 月 27 日（日）10:00～12:00 久寺家近隣センター 会議室 

 

以上 


